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河川改修事業：５事業

番号 事業名 箇所名 代表事業

１ 河川改修事業 二級河川神宮寺川

２ 河川改修事業 二級河川堀留川

３ 河川改修事業 二級河川東神田川

４ 河川改修事業 二級河川巴川 ◎

５ 地震・高潮対策事業 二級河川馬込川

令和７年度 公共事業再評価

交通基盤部 河川砂防局 河川海岸整備課

二級河川堀留川

二級河川神宮寺川

二級河川巴川

二級河川東神田川

二級河川馬込川

１．事業箇所位置図
事業箇所

二級河川神宮寺川

流域面積 約31㎢

幹線流路延長 約9.3㎞

整備計画
下流区間 L＝700ｍ

整備計画
上流区間 L＝800ｍ

※現在実施中

静岡県

浜松市

浜名区

浜松北行政センター
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２．事業概要
事業目的

下流の資産集積区間については井伊谷川とのバランス
の観点から年超過確率1/20規模の降雨による洪水を安
全に流下させることを目標とし、平成23年9月洪水で浸水
被害が発生した横尾地区については再度災害防止の観
点から、年超過確率1/10規模の降雨による洪水を安全
に流下させることを目標とする。

・計画期間 平成28年～令和14年

・事業内容 施工延長 1500ｍ

河道改修（掘削工、護岸工など） 1500ｍ

橋梁工 1橋

床止工 1基

・全体事業費 9.67億円

事業内容

浸水実績図

標準横断図

発生年

月日

水害

原因

被害家屋棟数（戸） 雨量規模（㎜） 確率規模

観測所

床上 床下
最大

１時間
最大

24時間
最大

１時間
最大

24時間

H23.09.21 溢水 0 1 45.5 154.5 1/2 1/3

浜松

（気）

H26.10.05-

06
溢水 0 0 53.0 262.0 1/4 1/34

H29.06.21 溢水 0 1 39.0 182.0 1/1 1/6

写真等

【出典：都田川水系河川整備計画】

As

Co

計 画河床高 (短期改修)

築堤 掘削護岸 護岸掘削

２．事業概要

区 分 前回（R2） 今回（R7） 主な変更理由

①計画期間 H28～R10 H28～R14
（＋4年）

• 岩掘削の追加による施工能率の低下
• 推定支持層の相違による見直し

②全体事業費 562百万円
967百万円

（＋405百万円）

• 岩掘削の追加
• 推定支持層の相違による見直し
• 物価及び労務費の上昇

前回からの変更点・理由

岩盤の露出に伴う岩掘削作業

見
直

し
前

杭
長

L
=
12

m

見
直

し
後

杭
長

L
=
2
5.5

m
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３．事業の投資効果（費用便益比）

総費用（C）＝ 10.8 (億円）

 建設費（現在価値化） 9.7 (億円）

 維持管理費（現在価値化） 1.0 (億円）

総便益（B）＝ 13.2 (億円）

 被害軽減期待額 12.8 (億円）
※洪水による家屋、事業所、農作物、公共土木施設等の被害額と営業停止損失、

家屋・事業所における応急対策費用

 残存価値 0.5 (億円）

費用便益比(B/C)＝ 1.2

※令和６年換算価値
※文献（マニュアル）：「治水経済マニュアル（案）」

（国土交通省水管理・国土保全局、R6.4）

下
流

工
区

４ ．事業の投資効果
【整備目標規模（年超過確率 上段：1/10 下段：1/20）洪水による氾濫シミュレーション結果】

整 備 前 整 備 後

本事業を実施することにより
神宮寺川流域の浸水地域における浸水被害が軽減される

上流工区 上流工区

下
流

工
区
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５．事業の実施状況

【事業の進捗状況】
事業費 63.8％ （617百万円／967百万円）
事業量 21.3％ （320ｍ／1500ｍ）

水神橋施工中 水神橋完成

施工延長 L=0.7ｋｍ 施工延長 L=0.8ｋｍ

浜松市浜名区
引佐町井伊谷

浜松市浜名区
神宮寺町

浜松市浜名区
引佐町横尾

浜松市浜名区
引佐町黒渕

浜松市浜名区
引佐町栃窪

禊
橋

神
宮
寺
橋

井
の
国
大
橋

横
尾
橋

水
神
橋

黒
渕
橋

一
ノ
瀬
橋

神宮寺川

①

①

R05年度まで
R06年度
R07年度
R08年度以降

現地状況写真（令和7年3月撮影）

水神橋

← 写真①

写真①

６ ．今後の事業の進捗の見込み
• 令和２年度以降、甚大な浸水被害は発生しておらず、事業の対策効果が出ている。

• 地域住民の理解も得られており事業への期待も大きい。

• 引き続き事業進捗を図ることで、計画期間内の完成が見込まれる。

水神橋

＜上流工区＞
黒渕橋

水神橋

＜上流工区＞ 横尾橋

＜下流工区＞ 神宮寺橋

井伊谷川

禊橋
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７ ．新たなコスト縮減・代替案立案等の可能性

【河道掘削】

• 積みブロックの控え厚さ（35cm）を変えず、0.5㎡/個に大型化させることで施工の

省力化を図る。

• 工事発生土は、近隣の公共事業に利用するなど、他事業と連携しコスト縮減に
努める。

【護岸整備】

クイックブロック

NETIS登録番号:HR-240017-A
クイックブロック

竣工及び施工写真

８ ．対応方針（案）

事業は順調に進捗し、費用対効果も認められている。
また、地域住民の改修への期待が大きいため、

事業を継続する

◆事業の必要性
当該地区は、過去より浸水被害が頻発しており、地元から河川改修に対し強い要望
がある。また、近年流域内において、新東名高速道路の整備や宅地化の進行がみら
れ、水害が発生した場合の危険度は増しており、当該事業に対する期待度は極めて
高い。

◆事業の投資効果
B/C＝1.2と1以上であることから事業の投資効果があると判断できる。

◆事業の進捗状況
令和5年に水神橋が竣工した。今後は上流工区（横尾橋から黒渕橋までの区間）の河
道掘削及び護岸整備、下流工区（井伊谷川合流点から神宮寺橋までの区間）の河道
掘削を行っていき、令和14年度までに整備を完了させる予定である。
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河川改修事業：５事業

番号 事業名 箇所名 代表事業

１ 河川改修事業 二級河川神宮寺川

２ 河川改修事業 二級河川堀留川

３ 河川改修事業 二級河川東神田川

４ 河川改修事業 二級河川巴川 ◎

５ 地震・高潮対策事業 二級河川馬込川

令和７年度 公共事業再評価

交通基盤部 河川砂防局 河川海岸整備課

二級河川堀留川

二級河川神宮寺川

二級河川巴川

二級河川東神田川

二級河川馬込川

１．事業箇所位置図

二級河川堀留川

流域面積 約10㎢

幹線流路延長 約4.1㎞

事業箇所

堀留川
整備計画区間
延長2.3km
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２．事業概要
事業目的

概ね10年に１回程度発生する規模の洪水を安全に
流下させることで、同規模洪水に対する床上浸水の
発生を防止する。

計画期間 ：平成27年～令和26年

事業内容 ：施工延長 2,303ｍ

河道改修（築堤、護岸工等） 2,303ｍ

橋梁工 ６橋

水門工 １箇所

全体事業費：178億円

事業内容

堀留川

新
川

広域河川改修事業
全体延長 L=2,303m

東海道本線

詳細位置図 河川

流域界

主要道路

凡例

東海道本線

S50(既往最大)
H25.9.8
H26.10.5
H27.9.7
R1.7.22
R4.9.23

凡例(浸水域)

H27.9.7洪水における浸水状況 R1.7.22洪水における浸水状況

過去の浸水被害状況

発生日
床上
（戸）

床下
（戸）

浸水面積
（ha）

S50.10.7 251 2348 232.4

H25.9.8 0 2 0.4

H26.10.5 0 8 0.2

H27.9.7 0 3 151.2

R1.7.22 0 8 217.1

R4.9.23 5 10 145.9 鋼矢板L=10.0m

横断図等

２．事業概要

区 分 前回（R２） 今回（R7） 主な変更理由

①計画期間 H28～R26
H28～R26
（変更なし）

• 変更なし

②全体事業費 12,300百万円
17,800百万円

（+5,500百万円）

• 護岸構造の見直し
• 物価及び労務費の上昇
• 残土処分費の増加
• 補償費の追加

前回からの変更点・理由

当初（２割勾配土羽）

見直し（矢板基礎護岸）

鋼矢板L=10.0m

横 断 面 図

地表

地下水位

地下水位が浅い

0.9m

計画河床

砂質土

粘性土

砂質土（帯水層）

柱 状 図

立性に乏しい帯水砂層
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３．事業の投資効果（費用便益比）

総費用（C）＝ 156.6 (億円）

 建設費（現在価値化） 140.0 (億円）

 維持管理費（現在価値化） 16.6 (億円）

総便益（B）＝ 1,100.7 (億円）

 被害軽減期待額 1,097.7 (億円）
※洪水による家屋、事業所、農作物、公共土木施設等の被害額と営業停止損失、

家屋・事業所における応急対策費用

 残存価値 3.0 (億円）

費用便益比(B/C)＝ 7.0

※令和６年換算価値
※文献（マニュアル）：「治水経済マニュアル（案）」

（国土交通省水管理・国土保全局、R6.4）

４．事業の投資効果
【整備目標規模（年超過確率1/10）洪水による氾濫シミュレーション結果】

整 備 前 整 備 後

本事業を実施することにより
堀留川流域の浸水常襲地域における床上浸水被害が解消される

浸水面積 141.7ha
浸水面積 24.8ha

（－ 116.9 ha 82.5%減）

：流域界

：氾濫ブロック

：流域界

：氾濫ブロック
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５ ．事業の進捗状況（令和７年度末見込み）

下流より施工済区間を望む

上流より施工済区間を望む

堀留川水門
（新設水門）

明光橋

新川橋
鎌助橋

柏原橋
田端橋

村前橋

新設水門

【事業の進捗状況】
事業費 20.8％（3,702百万円/17,800百万円）
事業量 17.4％（400m/2,303m）

６ ．今後の事業の進捗の見込み

７ ．新たなコスト縮減・代替案立案等の可能性

新川合流部に設置する新設水門について令和元年度より着手し、令和５年度
に完成した。

「堀留川を考える住民会議」を設けるなど、地元も協力的であり、用地買収に
向けた調整等も順調に進んでいる。

毎年のように甚大な浸水被害が発生しており、地元の期待度は非常に高く、
事業に対し協力的であることから、引き続き事業進捗を図ることで、計画期間
内の完成が見込まれる。

工事発生土を、近隣の公共事業に利用するなど、引き続き、他事業と連携し、
コスト縮減に努める。

道路管理者および地元自治会等と調整の上、橋梁の統廃合も検討し、コスト
縮減に努める。
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８．対応方針（案）

早期の浸水被害解消のため

事業を継続する

本事業は、堀留川の河道改修と水門新設により、浜松市西部地域の浸水常
襲地区の家屋浸水被害を軽減するものである。

近年の気候変動に伴う激甚化、頻発化する豪雨災害により、地域住民から早
急な治水対策が求められており、事業の投資効果も見込まれている。

出前講座や新設水門見学会を開催するなど地元理解を深める活動を行って
いる。

費用対効果も見込まれ、地元の期待も大きく、今後の事業進捗が見込められ
る。
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河川改修事業：５事業

番号 事業名 箇所名 代表事業

１ 河川改修事業 二級河川神宮寺川

２ 河川改修事業 二級河川堀留川

３ 河川改修事業 二級河川東神田川

４ 河川改修事業 二級河川巴川 ◎

５ 地震・高潮対策事業 二級河川馬込川

令和７年度 公共事業再評価

交通基盤部 河川砂防局 河川海岸整備課

二級河川堀留川

二級河川神宮寺川

二級河川巴川

二級河川東神田川

二級河川馬込川

１．事業箇所位置図

二級河川 東神田川

流域面積 約 ６.０ km²

幹線流路延長 約 ５.６ km

整備区間延長
１.８km

（0.0k～1.6k、3.0k～3.2k）

整備目標
中橋下流区間：1/50
中橋上流区間：1/5

整備内容 築堤、引堤、河床掘削

二級河川 東神田川

背景図：地理院標準図（電子国土Web）
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２．事業概要
過去の浸水被害状況（新川流域）

発生日
浸水面積

(ha)
床上
（戸）

床下
（戸）

最大1時間
雨量(mm)

最大24時間
雨量(mm)

S49.7.7-8 不明 114 1,168 40.0 144.0

S50.10.7-8 不明 251 2,438 72.5 336.0

H2.9.30 不明 不明 不明 55.5 178.0

H26.10.5-6 不明 0 0 53.0 262.0

R4.9.23 167 5 10 47.1 205.0

平成２年９月３０日、
台風２０号による大
雨により、東神田
川左岸側の農地の
浸水および道路の
冠水の様子。

過去の浸水

背景図：地理院地図（航空写真）（電子国土Web）

平成２６年１０月、台
風１８号による大雨
により、東神田川の
支川である薬師谷
川の水位が上昇し
た様子。

２．事業概要
事業目的

• 浸水区域が広域に広がることが
想定される中橋下流区間につい
ては年超過確率1/50規模の降

雨による洪水を安全に流下させ
る。

• それより上流の区間については、
年超過確率1/5規模の降雨によ
る洪水を安全に流下させる。

・計画期間

平成28年～令和19年

・事業内容

施工延長：1,800ｍ

河道拡幅：1,800m

・全体事業費

20.78億円

事業内容

計画横断

計画縦断

整備計画区間 1.6km 整備計画区間 0.2km

20



２．事業概要

区 分 前回（R2） 今回（R7） 主な変更理由

①計画期間 H28～R13
H28～R19
（＋6年）

軟弱地盤による作業効率低下に伴
う計画期間の見直し

②全体事業費 1,799百万円
2,078百万円

（＋279百万円）
物価及び労務費の上昇

前回からの変更点・理由

13,072 

15,175 
16,190 16,678 

17,704 18,078 18,632 
19,392 

20,214 20,409 21,084 
22,227 

23,600 
24,852 

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

22,000

24,000

26,000

公共工事設計労務単価 全国全職種平均値の推移

1.23倍の上昇

３．事業の投資効果（費用便益比）

総費用（C）＝ 13.7 (億円）

 建設費（現在価値化） 12.3 (億円）

 維持管理費（現在価値化） 1.4 (億円）

総便益（B）＝ 97.8 (億円）

 被害軽減期待額 97.5 (億円）
※洪水による家屋、事業所、農作物、公共土木施設等の被害額と営業停止損失、

家屋・事業所における応急対策費用

 残存価値 0.3 (億円）

費用便益比(B/C)＝ 7.1

※令和６年換算価値
※文献（マニュアル）：「治水経済マニュアル（案）」

（国土交通省水管理・国土保全局、R6.4）
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４ ．事業の投資効果
【整備目標規模（年超過確率1/50）洪水による氾濫シミュレーション結果】

整 備 前 整 備 後

浸水面積 55.3ha
浸水面積 1.6ha

（－53.7ha 97.1%減）

本事業を実施することにより
東神田川流域の浸水地域における浸水被害が解消される

５ ．事業の進捗状況（令和６年度末時点）

【事業の進捗状況】
事業費 41.0％ （853百万円／2,078百万円）
事業量 20.5％ （369ｍ／1,800ｍ）

概 略 平 面 図 全体工区 施工延長 L=1.8ｋｍ

浜松市
西鴨江町

浜松市
大平台

浜松市
入野町

浜松市
神ヶ谷町

佐鳴湖

東神田川

梅
川
橋

向
山
橋

中
橋南

橋

源
太
橋

東
橋

二
本
松
橋

山
之
神
橋

山
神
橋

弥生ヶ丘団地

施工延長 L=0.2ｋｍ施工延長 L=1.6ｋｍ

梅
ヶ
谷
橋

H28年度まで
H29年度
H30年度
R1年度
R2年度
R3年度
R4年度
R5年度
R6年度
R7年度以降

薬師谷橋より下流を望む

← 施工状況写真
令和7年3月21日撮影
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６ ．今後の事業の進捗の見込み

７ ．新たなコスト縮減・代替案立案等の可能性

• 当現場における軟弱地盤の対応が確立されたこと、用地買収や道路
橋の改良が完了していることに加え、地域住民の理解も得られており
事業への期待も大きいことから、引き続き事業進捗を図ることで、計画
期間内の完成が見込まれる。

• 良質な建設発生土砂については、近隣の公共事業に利用することで、
コスト縮減に努めていく。

８ ．対応方針（案）

早期の浸水被害解消のため

事業を継続する

• 近年、激甚化・頻発化する豪雨により、事業の必要性が一
層高まっている。

• 地域住民の期待も大きく、今後の事業の進捗が見込める。

• 費用対効果も見込まれ、地域の安全・安心に寄与する。
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※国交省所管事業版

令和７年度公共事業再評価調書 担当課名　

21

21 工事着手年度 22

(1)事業目的

(2)事業内容
73 ｈａ

6,600 ｍ

大谷川放水路： 3,000 ｍ

(1)事業を巡る社会経済情勢等の変化

(2)事業の投資効果
　○費用便益分析結果 （令和 7 年度時点）

・総便益（B） 2,346.2 億円

・総費用（C） 877.6 億円

　○見込まれる効果（定性的な効果）

(3)事業の進捗状況 （令和 7 年度見込み）
進捗率

77.0% （ 45,545 百万円 ／ 59,123 百万円 ）

100.0% （ 73 ｈａ ／ 73 ｈａ ）

10.6% （ 700 ｍ ／ 6,600 ｍ ）

100.0% （ 3,000 ｍ ／ 3,000 ｍ ）

100.0% （ 35 ｈａ ／ 35 ｈａ ）

評価

評価

(1)対応方針（案）

本事業を 【 】 する。

(2)理由

巴川本川

麻機遊水地：

巴川本川：

事業概要

事業の
必要性

事業量

事業費

麻機遊水地

大谷川放水路

用地取得

区　分

【視点１】

・本流域における土地利用の変化は、昭和30年までは21%に過ぎなかった市街地が、沿川の低平地を中心
に、交通の発展とともに郊外に向かって開発が進み、令和３年時点で50％が市街地となっており、水害リ
スクが上昇している。
・現在までに進めてきた治水対策や流域対策の効果は現れているものの、未だ十分な治水安全度に達して
おらず、令和４年度台風第15号により多くの浸水被害が発生した。
・今後の流域内における市街化の発展を見据え、防災まちづくりの観点から、浸水リスクを軽減し、また
はこれ以上増加させない対策を講じていく必要がある。

・河川整備計画に基づき、時間当たり69mmの降雨規模（年超過確率1/10規模の降雨）による出水に対し
て、溢水、破堤などによる家屋被害の発生を防止する。また、平成26年10月洪水と同規模の降雨による洪
水に対して、浸水被害の発生を軽減させることを目的とする。

継続が妥当

（被害軽減便益：2,319.7億円、施設の残存価値：26.51億円）

（建設費：771.54億円、維持管理費：106.08億円）

・被災可能性に対する不安の低減効果
・治水安全度の向上による地価の上昇
・公共サービスの停止等による波及被害の抑止効果

内　訳

B/C（i=4%） 参考:B/C（i=2%） 参考:B/C（i=1%） EIRR

2.7 4.1 5.2 12.2%

【視点２】 ・麻機遊水地は、令和７年度に整備が完了する見込みである。
・巴川本川は、河口から港橋までの約700ｍの河床掘削が完了しており、引き続き、掘削に際して支障とな
る橋梁の架替を実施していく。橋梁管理者との調整も順調であり、地域住民の期待も大きいことから、今
後も順調な進捗が見込める。

【視点３】

・河道掘削に伴う橋梁の架替について、施工時において仮橋を設置せず、周辺の橋梁へ迂回させることに
ついての検討や、橋梁の統廃合の可能性について、道路管理者や地元関係者等と協議を行う。

新たなコスト
縮減・代替案

立案等
の可能性

今後の
事業の進捗
の見込み

対応方針
(案)

継続が妥当

継続

　本事業は、遊水地整備及び河川改修及び放水路整備等により巴川流域の浸水被害を軽減するものであ
る。
　当地域では、近年、激甚化・頻発化する豪雨により、事業の必要性が一層高まっており、さらに事業の
投資効果も見込まれ、地元住民の事業への期待も大きく、今後の事業の進捗が見込めることから、事業を
継続する。

計

59,123 43,371 1,654 520 45,545

R7年度見込
全体事業費

百万円 投資状況
（百万円）

～R5年度 R6年度

再評価理由※ 事業採択（河川整備計画の策定又は変更）後５年間が経過した時点で継続中

箇　所　名 二級
にきゅう

河川
か せ ん

巴川
ともえがわ

関係市町 静岡市

事業採択年度 平成 年度 計画期間 平成 21 年度　～　令和 20 年度

用地着手年度 平成 年度 平成 年度

資料2(様式１)

番号 11

事　業　名 河川改修事業(広域河川改修事業) 事業主体 静岡県

河川海岸整備課

1



総括表

 総費用Ｃ 878百万円

Ｂ／Ｃ 2.67

総便益

総費用

[建設費]＋[評価期間内に必要な維持管理費]

費用便益比算出説明書

二級河川　巴川
　　　　　　　　　　　　　（「治水経済調査マニュアル（案）」国土交通省 水管理・国土保全局 令和６年４月）

 総便益Ｂ
[事業を実施しない場合の被害額]－[事業を実施した場合の被害額]
＋[施設の残存価値]

2,346百万円

　総費用
　　Ｃ＝　∑各年事業建設費／（1＋0.04）n＋Σ年間維持管理費／（1＋0.04）n
　　　＝　771.54億円　＋　106.08億円
　　　＝　877.62億円

○治水事業の有無による被害額の差分
　　年平均被害軽減期待額を社会的割引率４％、評価対象期間80年（整備期間30年＋50年）とし、
　　現在価値化する。

○施設等の残存価値
　　評価期間末における施設等の残存価値を社会的割引率4％で現在価値化する。

　総便益
　　Ｂ　＝　Σ年平均被害軽減期待額／（1＋0.04）n + 評価期間末残存価値／（1＋0.04）n
　　　　＝　2,319.70億円　＋　26.51億円
　　　　＝　2,346.21億円

※ 被害額は洪水による家屋、事業所、農作物、公共土木施設などの被害額と営業停止損失、家庭・事業所に
おける応急対策費用である。
※ 年平均被害軽減期待額は洪水の生起確率を生起確率別被害軽減額に乗じ、計画対象規模まで累計するこ
とにより算出する。
※ 整備期間中の便益は、事業費に比例して発生するものとする。

○事業建設費
　　各年の事業建設費を社会的割引率４％で現在価値化する。

○評価期間内に必要な維持管理費
　　各年の維持管理費を社会的割引率４％で現在価値化する。
　　建設費の0.5%／年、評価対象期間：80年（整備期間30年＋50年）
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河川改修事業：５事業

番号 事業名 箇所名 代表事業

１ 河川改修事業 二級河川神宮寺川

２ 河川改修事業 二級河川堀留川

３ 河川改修事業 二級河川東神田川

４ 河川改修事業 二級河川巴川 ◎

５ 地震・高潮対策事業 二級河川馬込川

令和７年度 公共事業再評価

交通基盤部 河川砂防局 河川海岸整備課

二級河川堀留川

二級河川神宮寺川

二級河川巴川

二級河川東神田川

二級河川馬込川

１ ．事業箇所位置図
事業箇所

二級河川巴川

流域面積 約104.8㎢

幹線流路延長 約18.0㎞

▲文殊岳
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２ ．事業概要
事業目的

時間当たり69mmの降雨規模（年超過確率1/10規
模の降雨）による出水に対して、溢水、破堤などに
よる家屋被害の発生を防止するとともに、平成26
年10月洪水と同規模の降雨による洪水に対して、
浸水被害の発生を軽減させることを目的とする。

・計画期間 平成２１年～令和２０年

・事業内容

麻機遊水地 ： 第１工区整備 22ha
第２工区整備 51ha

巴川本川 ： 掘削 6,600m
大谷川放水路 ： 護床工 3,000m

・全体事業費 591億円

事業内容

詳細位置図

横断図等

過去の浸水被害状況

発生日
床上
（戸）

床下
（戸）

浸水
面積
（ha）

S49.7 11,981 14,143 2,584

H15.7 319 487 159

H16.6 148 235 47

H26.10 610 933 223

R1.10 15 7 7

R4.9 3,720 1,015 778

巴川流域浸水実績図

※S49.7（七夕豪雨）による
浸水実績図

S49.7（七夕豪雨） R4.9（台風15号）

巴川本川の河道改修にあたっては、干潟の保全等、水生生物
の生息・生育・繁殖環境の保全・創出に配慮する。

高部地区（清水区）

73ha

３ ．事業の必要性（事業の効果）
【整備目標規模（年超過確率1/10）洪水による氾濫シミュレーション結果】

整 備 前 整 備 後

本事業を実施することにより
巴川流域の浸水（常襲）地域における浸水被害が概ね解消される

浸水面積 480ha
浸水面積 77ha

（－403ha 84%減）
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浸水範囲
令和4年台風第15号
昭和49七夕豪雨

主な施設整備
遊水地・放水路

508

417

76
107

0

100

200

300

400

500

600

昭和49年

七夕豪雨

令和4年

台風第15号

雨量

総雨量 時間最大雨量

26,1

56 

4,82

1 
0

5000

10000

15000

20000

25000

30000

昭和49年

七夕豪雨

令和4年

台風第15号

浸水家屋数

浸水被害戸数

浸水範囲

麻機遊水地の状況（全景）

大谷川放水路の状況（分流部）： 遊水地

安東川

遊水地

巴川

大谷川放水路

麻機遊水地の状況（越流堤）

３ ．事業の必要性（事業の効果）

４ ．事業の進捗状況（令和７年度末見込み）

静岡県庁

静岡市役所

静岡土木事務所

麻機遊水地 清
水
港

大内遊水地

駿 河 湾

1.0ｋ

2.0ｋ

3.0ｋ

4.0ｋ
5.0ｋ

6.0ｋ

7.0ｋ

8.0ｋ

9.0ｋ

10.0ｋ
11.0ｋ

12.0ｋ

13.0ｋ

14.0ｋ

1.0ｋ

2.0ｋ

3.0ｋ

4.0ｋ

5.0ｋ

6.0ｋ

旧清水市役所

凡 例

河川

R6年度末以前

R7年度

R8年度以降

将来計画

【事業全体の進捗状況】
事業費 77.0％（45,545百万円／ 59,123百万円）
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４ ．事業の進捗状況（令和７年度末見込み）

写真方向

Ｒ7 掘削工，築堤工，管理用道路工

Ｒ7施工中

Ｒ6.5撮影

Ｒ7 富士見橋 橋梁工

巴川 Ｒ6.5撮影

巴川

巴川

Ｒ7 千歳橋 橋梁工

巴川

Ｒ6.5撮影

至 静岡

麻機遊水地 巴川本川

５．前回からの変更点・理由

区 分 前回（R3） 今回（R7） 主な変更理由

①計画期間 H21～R20 H21～R20
（±０年）

・なし

②全体事業費 56,117百万円
59,123百万円

（+3,006百万円）
・物価及び労務費の上昇

前回からの変更点・理由

項目 前回 今回 増減

物価及び労務費の上昇 ― 3,006 3,006

6



５．前回からの変更点・理由

13,072 

15,175 

16,190 
16,678 

17,704 
18,078 

18,632 
19,392 

20,214 20,409 
21,084 

22,227 

23,600 

24,852 

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

22,000

24,000

26,000

公共工事設計労務単価 全国全職種平均値の推移

1.23倍の上昇

45,480 

45,025 

13,643 

11,092 

見直し後

見直し前

R6迄執行済額 R7以降執行残

56,117百万円

59,123百万円

1.23倍の上昇

項目 前回 今回 増減

物価及び労務費の上昇 ― 3,006 3,006

前回評価時から物価及び労務単価が上昇したことに伴い、R7以降の残事業費の見直しを行う。

※1 前回評価時の評価基準年度はR2年度

※2 前回評価時（R2）からR6までの物価及び労務費の上昇を含む

※2

総費用（C）＝ 877.62(億円）

 建設費（現在価値化） 771.54(億円）

 維持管理費（現在価値化） 106.08(億円）

総便益（B）＝ 2,346.21(億円）

 被害軽減期待額 2,319.70(億円）
※洪水による家屋、事業所、農作物、公共土木施設等の被害額と営業停止損失、

家屋・事業所における応急対策費用

 残存価値 26.51 (億円）

費用便益比(B/C)＝ 2.7

※令和６年換算価値
※文献（マニュアル）：「治水経済マニュアル（案）」

（国土交通省水管理・国土保全局、R6.4）

６ ．事業の投資効果（費用便益比）
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７ ．今後の事業の進捗の見込み

８ ．新たなコスト縮減・代替案立案等の可能性

 麻機遊水地は、令和７年度に整備が完了する見込みである。

 巴川本川は、河口から港橋までの約700ｍの河床掘削が完了しており、引き

続き、掘削に際して支障となる橋梁の架替を実施していく。橋梁管理者との調
整も順調であり、地域住民の期待も大きいことから、今後も順調な進捗が見込
める。

 河道掘削に伴う橋梁の架替について、施工時において仮橋を設置せず、周辺
の橋梁へ迂回させることについての検討や、橋梁の統廃合の可能性について、
道路管理者や地元関係者等と協議を行う。

９ ．対応方針（案）

早期の浸水被害解消のため

事業を継続する

 近年においても浸水被害が発生しており、浸水被害解消の要望が強く、
当該事業に対する期待度は非常に強い。

 巴川は、静岡市の葵区及び清水区の市街地を貫流する河川であり、事
業実施による治水効果は大きい。

 事業は順調に進捗しており、費用対効果も認められる。

8
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※国交省所管事業版

令和７年度公共事業再評価調書 担当課名　

1

－ 工事着手年度 1

(1)事業目的

(2)事業内容

(1)事業を巡る社会経済情勢等の変化

(2)事業の投資効果
　○費用便益分析結果 （令和 7 年度時点）

・総便益（B） 603.5 億円

・総費用（C） 105.7 億円

　○見込まれる効果（定性的な効果）

(3)事業の進捗状況 （令和 7 年度見込み）
進捗率

74.1% （ 7,191 百万円 ／ 9,700 百万円 ）

0.0% （ 0 基 ／ 1 基 ）

- （ ／ ）

- （ ／ ）

評価

評価

(1)対応方針（案）

本事業を 【 】 する。

(2)理由

二級河川馬込川の河口に津波遡上を防ぐ水門（高さTP+8.0m・幅90m）を整備するとともに、すでに整備済の防潮堤か
ら水門までの間をつなぐ河川堤防（左岸230m右岸80m）を整備する。

資料2(様式１)

番号 12

事　業　名 地震・高潮対策事業 事業主体 静岡県

河川海岸整備課

再評価理由※ 社会経済情勢の急激な変化等により再評価を実施する必要が生じた事業

箇　所　名 二級
にきゅう

河川
か せ ん

馬込
ま ご め

川
がわ

関係市町 浜松市

事業採択年度 令和 年度 計画期間 令和1年度　～　令和9年度

用地着手年度 令和 年度 令和 年度

全体事業費
百万円 投資状況

（百万円）

～R5年度 R6年度 計

9,700 2,920 3,985 286 7,191

R7年度見込

209.7%

【視点２】
・本体部の工事が概ね完了し、津波遡上を防止する扉体も工場から順次搬入中。
・令和６年度からは横堤工や管理橋工などの附帯工事にも着手している。
・令和７年度以降は水門稼働に向け、電気・遠方監視制御設備などの設置を行う予定。
・現在、工事は順調に進捗しており、令和９年度の供用開始を見込んでいる。

【視点３】

・築堤に用いる土砂の確保について、公共事業での発生土砂を積極的な流用や、横堤工における堤防被覆
において、コンクリート２次製品を活用する事でコスト縮減に努めていく。

新たなコスト
縮減・代替案

立案等
の可能性

今後の
事業の進捗
の見込み

対応方針
(案)

継続が妥当

継続

・浜松市沿岸域の防潮堤整備は17.5㎞がR2.3月に完了し、水門を含む馬込川河口部400ｍを残すのみとなっており、背後地には
旧区役所や学校が立地し、津波発生時の被害が甚大であることから、地域から早急な整備完了を求められている。
・また、沿岸部の安全確保に合わせて、隣接する中田島砂丘などの観光資源を含めた沿岸部の利活用促進に向けて地域の期待が
高まっていることから、事業を継続する。

用地取得 -

-

-

事業概要

事業の
必要性

【視点１】

・東日本大震災を受け、H25から浜松市沿岸域で津波対策としての防潮堤整備が始まり、遠州灘に注ぐ馬込川についてもH31に水門整備により実施
することが決定した。
・防潮堤の整備はR2.3月に完了し、浜松市沿岸域17.5㎞のうち馬込川河口部の400ｍを残すのみとなっており、地域の安全確保のために早急な整備
完了が求められている。
・背後地には浜松市旧南区役所、江之島高校、江南中学、特別支援学校等が存在し、想定される津波が発生した場合の被害は甚大である。
・馬込川左岸において浜松市によるビーチコートの整備が進められるなど、水門整備とともに隣接する中田島砂丘などの観光資源を含めた沿岸部
の利活用促進に向けて地域の期待が高まっている。

二級河川馬込川の津波対策により、川を遡上する津波による浸水被害を減らし、地域の安全性を向上させ
る。

継続が妥当

（被害軽減便益：603.5億円）

（建設費：97.6億円、維持管理費：8.1億円）

・被災可能性に対する地域住民の不安低減と居住の継続や新たな移住者が期待される
・安全度の向上による地価の上昇や土地の利活用の増加

B/C（i=4%） 参考:B/C（i=2%） 参考:B/C（i=1%） EIRR

5.7 5.4 5.1

-

区　分 内　訳

事業費

事業量
水門工
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河川改修事業：５事業

番号 事業名 箇所名 代表事業

１ 河川改修事業 二級河川神宮寺川

２ 河川改修事業 二級河川堀留川

３ 河川改修事業 二級河川東神田川

４ 河川改修事業 二級河川巴川 ◎

５ 地震・高潮対策事業 二級河川馬込川

令和７年度 公共事業再評価

交通基盤部 河川砂防局 河川海岸整備課

二級河川堀留川

二級河川神宮寺川

二級河川巴川

二級河川東神田川

二級河川馬込川

１．事業箇所位置図

河川整備計画の主要な整備箇所

河川名 延長 整備内容

馬込川
12.2km（0k00～12k20）
2.0km（19k00～21k00）

河床掘削

護岸整備

芳川 6.4km（0k30～6k40）
河床掘削

護岸整備

馬込川 河口 水門設置

凡例

■：基準地点

○：主要地点

単位:m3/s

流量配分図（1/50）

流域位置図

馬込川水門
建設位置

2
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１．事業箇所位置図

浜松市南行政センター
（旧区役所）

石人の星公園

工場

南の星小学校

風車公園

3

馬込川水門整備イメージ（上流から）

防潮堤（完成済）

堤防津波対策水門
L=90m

馬込川

中田島砂丘

江南中学校

江之島アーチェリー場

江之島高校

特別支援学校

遠州灘海浜公園ビーチコート

住宅地

芳川

堤防

未対策区間400m

防潮堤（完成済）

２．事業概要

前回からの変更点・理由
前回 今回（R7） 主な変更理由

①計画期間 R1～R9
R1～R9

（変更なし）
―

②全体事業費 8,400百万円
9,700百万円

（+1,300百万円）
物価及び労務費の上昇

＜事業目的＞

南海トラフ巨大地震発生で想定されるレベル２津波から、背後地の浸水被
害を減災し、住民の生命・財産を守ることを目的とする。

事業期間 令和元年度～令和9年度

津波対策内容 水門１基（幅30ｍ×3門）、横堤186m、河川堤防214ｍ

全体事業費 97億円

投資状況 71.91億円（74.1％）

4
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津波発生時（閉門）

標高8.0ｍ

水門幅90ｍ
津波防御高8.0ｍ

デザイン協力：静岡文化芸術大学

通常時（開門）

③ ③
②

①

① 水門本体
② 扉体
③ 左右岸堤防

水門の幅は30ｍが３門の計90ｍ。
水門を閉めた時の防御高さは標高8.0ｍ。

完成イメージ（遠州灘大橋からの眺め）

２．事業概要

5

完成イメージ（下流からの眺め）

正面図（上流から下流）

左岸横堤工
L=86m

水門本体工
L=90m（30m×3門）

右岸横堤工
L=100m

凡例
施工済

施工中

施工予定鋼管杭 φ1200 L=28.5～31.5m N=190本 φ800 L=31.5m N=45本

３．事業の投資効果（費用便益比）

総費用（C）＝ 105.7(億円）

 建設費（現在価値化） 97.6(億円）

 維持管理費（現在価値化） 8.1(億円）

総便益（B）＝ 603.5(億円）

 被害軽減期待額 105.4(億円）
※津波による家屋、事業所、農作物、公共土木施設等の被害額と営業停止損失、

家屋・事業所における応急対策費用

 残存価値 ー (億円）

費用便益比(B/C)＝ 5.7

6
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３ ．事業の投資効果

区分 防潮堤のみ 水門整備後

宅地の浸水面積 64％低減 89％低減

うち浸水深２ｍ以上 93％低減 98％低減

浸水深２ｍ以上の宅地面積では、98％の低減効果

浸水深２ｍを超えると木造家屋の全壊割合が大幅に増加す。

現 況
150

5ｍ以上 10ｍ未満 340
2ｍ以上 5ｍ未満 850
1ｍ以上 2ｍ未満 1,050
0.3ｍ以上 1ｍ未満
0.01ｍ以上 0.3ｍ未満

4,190

浸水深

合 計

1,800

10ｍ以上
浜松市沿岸域の浸水域

4,190ha

防潮堤のみ

防潮堤

馬込川河口周辺
の浸水域

585ha

馬込川水門によりレベル２津波の浸水域は約７０％減少

堤防
水門
防潮堤

水門整備後
馬込川河口周辺

の浸水域

320ha

馬込川河口周辺
の浸水域

1,068ha

7

４ ．事業の進捗状況（令和７年度末見込み）

【事業の進捗状況】
事業費 74％（72億円／97億円）

8

現在の整備状況（令和7年3月）

令和3年6月 令和5年1月

令和6年6月

令和5年6月令和3年7月

令和4年6月

令和3年8月

令和6年7月
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５ ．今後の事業の進捗の見込み

６ ．新たなコスト縮減・代替案立案等の可能性
 築堤に用いる土砂の確保として他の公共事業で発生した土砂の積極的な受け入れや、横堤工

における堤防被覆にコンクリート２次製品を活用することにより、一層コスト縮減に努めていく。

9

 本体部の工事が概ね完了し、津波遡上を防止する扉体も工場から順次現場に搬入中。
 令和６年度からは、横堤工や管理橋工などの附帯工事にも着手している。
 令和７年度以降は水門稼働に向け、電気・遠方監視制御設備などの設置を行う予定。
 現在、工事は順調に進捗しており、令和９年度の供用開始を見込んでいる。

分割して搬入された扉体 管理橋完成イメージ（VR映像）

他工事の発生残土を受け入れ

７ ．対応方針（案）

早期の浸水被害解消のため

事業を継続する

 費用対効果も認められ、地元住民の津波対策水門工事に対する
期待は大きく、早期完成が望まれている。

 馬込川河口の津波対策が完了することで、浜松市沿岸域全域で
の津波減災効果が発揮される。

 令和９年度の完成に向けて、計画的に工事が進捗しており、工事
に対する地域の理解もあり、今後の確実な進捗も見込める。

10
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